
みんなで 
き けん あん ぜん 

危険を安全に 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日は「みんなで危険を安全に」という授業をします。
危険や安全について考えたいと思います。
★




危険 

安全 

き  けん 

あん ぜん 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
危ないことを★危険、危なくないことを★安全と言います。
危険にあわずに安全に暮らすことが大切です。
★



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、今から「危険さがし」をします。
プリントを配ります。（ワークシート配付）
★




しゃりんに まきこまれない 
ふくそう 

にもつは おとさないように！ 

こうつうルールを まもる！ 

自転車は 大きな じこに つながる 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初の危険さがしは自転車の絵です。
ここは「危険」、と思うところに赤鉛筆で○を付けてください。
できた人は、絵の横の「なぜ危険ですか？」の質問の答えも書いてください。
「どうしたら安全になりますか？」の質問にも、どうすれば安全になるかを考えて書いてください。
 
（発表後）
いろんな意見が出ましたね。自転車に乗るときに、気を付けること、分かりましたか？
自転車に乗るときに気を付けなければならないこと。一緒に言ってみましょう！
★車輪に巻き込まれない服装（児童と唱和）
★荷物は落とさないように！（児童と唱和）
★交通ルールを守る！（児童と唱和）
★自転車は大きな事故につながるので特に注意しましょう。
★



ちらかさない！ 

赤ちゃんのまわりを 安全に！ 

赤ちゃんの まわりは 危険が
いっぱい 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次の危険さがしは居間の絵です。
ここは「危険」、と思うところに赤鉛筆で○をつけてください。
できた人は、絵の横の「なぜ危険ですか？」の質問の答えも書いてください。
「どうしたら安全になりますか？」の質問にも、どうすれば安全になるかを考えて書いてください。
 
（発表後）
いろんな意見が出ましたね。居間で気をつけることは分かりましたか？ 
居間で注意すること。一緒に言ってみましょう！
★散らかさない！（児童と唱和）
★赤ちゃんのまわりを安全に！（児童と唱和）
★赤ちゃんのまわりは危険がいっぱい
ということを覚えておいてください。
★



安全にくらすために  

みんなでちゅういしよう 

あん ぜん 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★私たちのまわりには危険がいっぱいです。安全に暮らすために、
★普段から危険な使い方や危険な場所をなくして、みんなで注意しましょう！
★




き   けん 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここまでは、身の回りの自分で注意すれば防げる危険について考えてきました。
次は、「おもちゃだって危険！」という紙芝居です。
では、紙芝居「おもちゃだって危険！」の始まり、始まり！
★



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★（ここからパワーポイントの音声は自動再生される）
紙芝居①　音声①
妹：お兄ちゃん、おもちゃの車、使っていい？
兄：ふーちゃんは、まだ小さいから、遊ぶのは危ないから駄目だよ。
ナレーション：それでも妹のふーちゃんは、お兄ちゃんのおもちゃの車で遊び始めました。
★




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
紙芝居②　音声②
妹：ぎゃー。痛い！痛い！
ナレーション：ゲームをしていたお兄ちゃんはびっくりして顔をあげました。
ふーちゃんがおもちゃの車で指を切っています。指から血が少し出てきました。
★




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
紙芝居③　音声③
ナレーション：お兄ちゃんは慌ててティッシュを取ってきて指を押さえています。
ふーちゃんの泣き声に驚いたお母さんも飛んできました。
★




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
紙芝居④
では、ここで、みんなで考えてみましょう。
お母さんがびっくりして「どうしたの？」と聞きました。
お兄ちゃんはどう答えたかな？　プリントの吹き出しに、お兄ちゃんになったつもりで書いてください。
 
書けましたか？では、プリントに書いたことを発表してもらいます。
（お母さんになったつもりで「どうしたの？」と聞いてから発表させる。）
（何人か発表させた後で）
では、お兄ちゃんはどう答えたでしょうか？紙芝居の続きを見てみましょう。
★
（音声④）
兄：ふーちゃんがぼくのおもちゃの車で遊んでいたら、突然泣き出したんだ。
指から血がでていてびっくりしたよ。ぼく、ティッシュで押さえたんだよ。
 
お兄ちゃんの説明はどうですか？お兄ちゃんはちゃんと説明できていましたね。
自分が見たことを、正確にそのままきちんと伝えることはとても大切なことです。
では、紙芝居の続きを見ましょう。
★
 




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
紙芝居⑤
ナレーション：お母さんは、ふーちゃんに絆創膏を貼っています。
母：痛かったね。もう大丈夫。すぐに治るよ。お兄ちゃん、ちゃんと手当してくれたのね。ありがとう。
ナレーション：お兄ちゃんは、おもちゃの車をじっと見ています。
兄：お母さん、ここだよ、このすき間にある大きなトゲで指を切ったんだ。
★



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
紙芝居⑥
母：このおもちゃの車のすき間にトゲに触れないようにビニールテープ貼っておくね。
兄：うん。でも、これ不良品だよ。もうこれでは遊ばない。
母：そうね。ふーちゃんも不良品で遊んじゃ駄目。
それに、お兄ちゃんのおもちゃには、小さいふーちゃんには、危険なものもあるの。
だから、お母さんやお兄ちゃんが駄目と言ったら遊んじゃ駄目よ。
妹：うん。
兄：他にも怪我をした子はいないのかな？
妹：その子も痛かったかなあ・・・。
母：よく気が付いたわね。そうね。他にも怪我をした子がいるかもしれないわね。
兄：こんなトゲがなければいいのに・・�母：そうね。�兄：今度これを買ったお店に行ったときに、教えてあげようよ！
母；そうね。そうしましょう。
★



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
紙芝居⑦
ナレーション：おもちゃを買ったお店に着きました。
お兄ちゃんはおもちゃの車を店員さんに見せました。
兄：おじさん、あのね。このおもちゃの車の裏、ここのすき間の所に大きなトゲがあるでしょう。
このトゲでふーちゃんが指を切って怪我をしたんだ。他にも切る人がいるかもしれないし、このトゲをなくしてください。
店員：怪我はもう大丈夫かな？
妹：うん。大丈夫。
店員：おもちゃを作った会社の人に言っておくね。教えてくれてありがとう。
★



みんなのために 

いけんを 言う 
い 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この紙芝居は、お店の人に妹が怪我をしたことを伝えるところでおしまいです。
お母さんが、指をはさんだおもちゃのすき間にテープを貼ったので、もう怪我をすることはないよね。
このテープを貼る場面で終わるのと、お店まで言いに行く場面で終わるのとではどちらがいいと思いますか？
（テープを貼る場面を指しながら）テープを貼るだけで良いと思う人？（挙手を促す）
（お店まで言いに行く場面を指しながら）お店まで言いに行く方が良いと思う人？（挙手を促す）
意見が分かれましたね？では理由を聞いてみましょう！どうしてこちらを選んだの？
（それぞれの紙芝居を指しながら意見を聞く）
（テープを貼る場面を指しながら）お母さんが、ふーちゃんの指を切ったおもちゃのすき間のトゲに、テープを貼ったので、
もう怪我をすることはないよね。それなのに、どうしてお店まで言いに行ったのかな…？
ほかにも同じ怪我をした人がいないか、心配になったのですね。
お店の人に言いに行くと、お店の人がおもちゃを作った会社に怪我をしたことを伝えてくれます。
おもちゃを作った会社はおもちゃにトゲがあって、怪我をすることに気付くので、トゲのないおもちゃを作るようになります。
そうなるともう、同じ怪我をする人がいなくなりますね。
 
★このようにみんなのために意見を言うことはとても大切です。
ワークシートに「いけん」と書いてください。
★



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
おもちゃを選ぶときに気を付けて欲しいマークがあります。
★




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このマークを見たことがありますか？
ＳＴマークといいます。一緒に言ってみましょう！（児童と唱和）
 
★こんなおもちゃについています。
ＳＴマークがついているおもちゃと、ついていないおもちゃがあります。
ＳＴマークというのは、このおもちゃは安全ですよ、という印です。
★
ＳＴマークはおもちゃそのものではなくて、箱についていることが多いです。
ＳＴマークのあるおもちゃには、そのおもちゃを使うちょうど良い年齢が書いてあります。
おもちゃを買うときは、自分の年齢も参考にしてＳＴマークのあるものを選びましょう！




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
安全なおもちゃを買っても、使い方を間違うと危険なことがあります。
使うときの注意を知らせるマークがあります。では今からいくつかマークを見ます。どんなことに気を付けてほしいマークか考えてください！
では、「使う時のマーククイズ」を始めます。
★



くちにいれない 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１つ目！　このマークは、どんな意味？
ななめの線は、「やってはいけないこと」の意味です。
「何かをやってはいけない」ということですよ。わかるかな？（児童とやり取り）
★このマークは、口に入れないという意味です。
★



みずにぬらさない 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２つ目！　このマークは、どんな意味？
ななめの線は、何を意味しているんだった？（児童に答えさせる）
そう、「やってはいけないこと」だったよね。
じゃ、何をしてはいけないのか、わかるかな？（児童とやり取り）
★このマークは、水にぬらさないという意味です。
水にぬらすと、おもちゃがさびて壊れたり、電気が流れて危険なものなどがあります。
★



おとなといっしょ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３つ目！　このマークは、どんな意味？（児童とやり取り）
★このマークは、「大人といっしょ」の意味です。
このマークがついているおもちゃは、大人と一緒に使ってくださいという意味です。
今日は３つの使う時に気を付けるマークを紹介しましたが、他にも色々あります。
おもちゃは、注意マークを守って使ってください。
★



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは何というマークでしたか？（児童とやり取り）
そう、ＳＴマークです。
ＳＴマークは何のマークでしたか？（児童とやり取り）
そう、安全なおもちゃのマークです。
おもちゃを買う時はＳＴマークのあるおもちゃを買ってください。
★これは何のマークでしたか？（児童とやり取り）
そう、使う時に気を付けるマークです。
おもちゃを使うときにはマークを守って使ってください。
★



安全 
危険なもの、危険なばしょには  
近づかない 
危険なつかいかたは しない 

危険なもの、 
危険なばしょをなくすよう 
みんなで どりょくする 

あん  ぜん 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日は安全について勉強しました。
安全は何より大切なものです。
★危険な物、危険な場所には近づかない。
★危険な使い方はしないことが大切です。
★危険な物、危険な場所をなくすようにみんなで努力しましょう！
最後に、今日の授業で思ったこと、気が付いたことを
ワークシートに書きましょう。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23

